ガクセイ ジッケン オ トオシテ エタ エイヨウガクテキ チケン by 村上 俊男 et al.
研　　究　　紀　　要
































































































































































































 96 ±  8
 64 ±  8






110 ±  7
 99 ± 10
 52 ±  3
研　　究　　紀　　要








































































































































































































































－  145 －
んどである。しかし、それだけで終わったので
は、活性度の低かった者はデンプンが消化され
ないのではないか、という不安が残ることにな
る。そこで、実際に飯を食べるin vivo実験も行
い、最強活性の持ち主でも口腔内だけでは飯の
デンプンはほとんど消化できないことを見せる
ことで、納得してもらうことができた。なお、
飯のデンプンは、誰でも、膵アミラーゼで消化
後吸収されて栄養になることも言及しておかな
くてはならない。
　最後に、これらのアレンジしたテーマは、歴
代の実習職員に助けられた予備実験を通して日
の目を見たものであり、そのデータは数年に渡
る学生の得たものを使わせていただいた。ここ
に感謝を表すると同時に、ここでのテーマの一
部を組み入れた実験書を、編著者として上梓11）
できたことを有り難く思い、稿を閉じる。
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